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1. 序論 




 秋元他 (2003) は癒しから連想された言葉を KJ 法を用いてまとめ，癒しに対して，五
感や人との関わりを通しての心的反応の変化や回復過程というイメージが持たれているこ
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リラックス度合いの評定値が上昇することを明らかにした。また，音楽 (伊藤・菅, 2016) 
















参加者 大学生12名 (男性6名, 女性6名; 平均年齢21.2歳, SD = 0.8) が実験に参加
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した。 
質問項目 癒し度を測定するために，「今どれくらい癒されていますか？」という質問項
目に対して，0 (全く癒されなかった) から100 (とても癒された) の間の5点間隔で，当て
はまる数値の回答を求めた。さらに，気分を測定するため，24 項目からなる UMACL 
(UWIST Mood Adjective checklist: Matthews, Jones, & Chamberlain, 1990) を使用した 
(表1)。UMACLの質問項目の日本語訳は投石・佐橋・船越 (1993) を参考にした。この尺
度は緊張覚醒とエネルギー覚醒，快感度の3つの因子から，その時の参加者の気分を測定













1 神経質になっている 9 活力に満ちている 17 幸福な気分である
2 緊張している 10 機敏である 18 愉快である
3 不安定な気分である 11 快活である 19 満ち足りている
4 不安である 12 積極的である 20 満足している
5 くつろいでいる* 13 消極的である* 21 不満である*
6 落ち着いている* 14 おっくうな気分である* 22 残念である*
7 安らかな気分である* 15 意欲のない気分である* 23 気分がふさいでいる*
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-0.60 ** 0.00 0.36 * 24.58 ***
(0.53) (0.51) (0.56) (14.37)
-0.59 ** 0.00 0.43 * 20.42 ***
(0.61) (0.47) (0.60) (12.87)
-0.55 ** 0.04 0.36 * 22.92 ***
(0.44) (0.54) (0.51) (17.12)
-0.46 ** 0.10 0.27 + 14.17 **
(0.51) (0.51) (0.50) (11.65)
ゼロとのt検定：*** p  < .001, ** p  < .01, * p  < .05, 
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果，緊張覚醒は，すべての条件において有意に負の方向に変化した (動物条件: t (11) = 3.93, 
p = .002; 寝る条件: t (11) = 3.36, p = .006; チョコ条件: t (11) = 4.34, p = .001; 好きなこと
条件: t (11) = 3.12, p = .010)。エネルギー覚醒は，すべての条件においてゼロとの間に有意
な差は見られなかった (動物条件: t (11) = 0.00, p = 1.000; 寝る条件: t (11) = 0.00, p = 
1.000; チョコ条件: t (11) = 0.27, p = .796; 好きなこと条件: t (11) = 0.70, p = .495 )。快感
度は，すべての条件でゼロとの差が有意または有意傾向となり，正の方向への変化が見ら
れた (動物条件: t (11) = 2.26, p = .046; 寝る条件: t (11) = 2.47, p = .031; チョコ条件: t (11) 
= 2.48, p = .031; t (11) = 1.89, p = .086)。癒し度はすべての条件において有意に正の方向に
変化した (動物条件: t (11) = 5.92, p < .001; 寝る条件: t (11) = 5.49, p < .001; チョコ条件: 
t (11) = 4.64, p < .001; 好きなこと条件: t (11) = 4.21, p = .001)。 
次に，変化量の条件間での違いを検討するために 1 要因分散分析を行った。その結果，
UMACL の各因子と癒し度ともに条件の主効果は見られなかった (緊張覚醒: F (3, 33) = 
0.45, p = .718, MSe = 0.12; エネルギー覚醒: F (3, 33) = 0.13, p = .934, MSe = 0.22; 快感




*** p  < .001,  ** p  < .01, * p  < .05, 
+ 
p  < .10
図1　実験1における媒介分析の結果 (係数は標準化係数)
-.54*** .53***
-.42**    ->  -.14
.00 .60***
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を媒介変数とし，緊張覚醒とエネルギー覚醒が癒し度に及ぼす影響について検討した (図
1)。まず，緊張覚醒の影響について検討した (図1-a)。癒し度を目的変数，緊張覚醒を説明
変数にした回帰分析を行った結果，緊張覚醒は癒し度を有意に予測した (b = -11.69, SE = 
3.71, β = -.42, t (46) = 3.15, p = .003)。媒介モデルにおいては，緊張覚醒の快感度への影響 
(b = -0.55, SE = 0.13, β = -.54, t (46) = 4.31, p < .001) と，快感度の癒し度への影響 (b = 
14.22, SE = 3.77, β = .53, t (45) = 3.77, p < .001) がともに有意となり，緊張覚醒から癒し
度への直接効果は有意ではなくなった (b = -3.84, SE = 3.88, β = -.14, t (45) = 0.99, p 
= .327)。間接効果の検定 (Bootstrap法, 2000回) の結果，95％信頼区間 ( [-15.10, -2.72] ) 
は0を含んでおらず快感度の有意な媒介が認められた。次に，エネルギー覚醒の影響につ
いて検討した (図 1-b)。癒し度を目的変数，エネルギー覚醒を説明変数にした回帰分析を
行った。この結果，エネルギー覚醒は癒し度を説明していなかった (b = 0.14, SE = 4.25, 
β = .00, t (46) = 0.03, p = .974)。媒介モデルにおいては，快感度から癒し度への効果 (b = 
16.23, SE = 3.21, β = .60, t (45) = 5.05, p < .001) が有意となった。しかし，エネルギー覚
醒の快感度への影響 (b = -0.00, SE = 0.16, β = -.00, t (46) = 0.01, p = .993) は有意でなく，
エネルギー覚醒から癒し度への直接効果も見られなかった (b = 0.16, SE = 3.43, β = .01, t 











いるものであり (e.g. 近藤他, 2007)，本研究においても鎮静的癒しが生じることを確認で
きたと言える。 
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参加者 大学生16名 (男性8名, 女性8名; 平均年齢21.6歳, SD = 1.2) が実験に参加
した。 
手続き 実験 1 と同様の方法により，休憩の前後にUMACL と癒し度への回答を求め
た。実験 1 と異なる点は事前課題の内容と休憩場面の条件数であった。事前課題として，
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件: t (14) = 5.82, p < .001; 好きなこと条件: t (14) = 3.49, p = .004)。エネルギー覚醒は，動
物条件では有意な変化は見られなかった (t (14) = 1.26, p = .228) が，好きなこと条件では
有意に正の方向に変化した (t (14) = 2.46, p = .027)。快感度はどちらの条件でも有意に正
-0.59 *** 0.17 0.59 *** 30.00 ***
(0.38) (0.42) (0.42) (12.65)
-0.41 ** 0.27 * 0.38 * 15.63 *
(0.45) (0.47) (0.64) (23.66)
ゼロとのt検定：*** p  < .001, ** p  < .01, * p  < .05, 
+ 
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の方向に変化した (動物条件: t (14) = 5.40, p < .001; 好きなこと条件: t (14) = 2.19, p 
= .046)。癒し度はどちらの条件においても有意に正の方向に変化した (動物条件: t (14) = 
8.88, p < .001; 好きなこと条件: t (14) = 2.29, p = .038)。 
 次に，変化量の条件間での違いを検討するために対応のある t検定を行った。その結果，
UMACLの各因子では有意差は見られなかった (緊張覚醒: t (14) = 1.52, p = .150; エネル
ギー覚醒: t (14) = 1.21, p = .245; 快感度: t (14) = 0.88, p = .395)。癒し度においては，動物
条件の方が，好きなこと条件より有意に変化が大きかった (t (14) = 4.26, p < .001)。 
次に，全休憩条件の変化量を用いて，媒介分析を行った。まず，緊張覚醒の影響につい
て検討した (図 3-a)。癒し度を目的変数，緊張覚醒を説明変数にした回帰分析を行った結
果，緊張覚醒は癒し度を有意に予測していた (b = -29.19, SE = 6.70, β = -.64, t (28) = 4.36, 
p < .001)。媒介モデルにおいては，緊張覚醒の快感度への影響 (b = -0.70, SE = 0.20, β = 
-.56, t (28) = 3.60, p = .001) と，快感度の癒し度への影響 (b = 16.50, SE = 5.75, β = .45, t 
(27) = 2.87, p = .008) がともに有意となり，緊張覚醒から癒し度への直接効果も有意とな
った (b = -17.55, SE = 7.21, β = -.38, t (27) = 2.43, p = .022)。間接効果の検定 (Bootstrap
法, 2000回) の結果，95％信頼区間 ( [-27.99, -2.58] ) は0を含んでおらず，快感度による
a)
b)
*** p  < .001,  ** p  < .01, * p  < .05, 
+ 
p  < .10
図3　実験2における媒介分析の結果 (係数は標準化係数)
-.56** .45**
-.64*** ->  -.38* 
.69*** .80***
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媒介が認められた。次に，エネルギー覚醒の影響について検討した (図 3-b)。癒し度を目
的変数，エネルギー覚醒を説明変数にした回帰分析を行った。この結果，エネルギー覚醒
は癒し度を有意に予測する傾向が見られた (b = 16.22, SE = 8.10, β = .35, t (28) = 2.00, p 
= .055)。媒介モデルにおいては，エネルギー覚醒の快感度への効果 (b = 0.86, SE = 0.17, 
β = .69, t (28) = 4.98, p < .001) と快感度の癒し度への効果 (b = 29.21, SE = 7.08, β = .80, 
t (27) = 4.13, p < .001) はともに有意となったが，エネルギー覚醒から癒し度への直接効
果は有意ではなかった (b = -8.83, SE = 8.86, β = -.19, t (27) = 1.00, p = .328)。間接効果の
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1: M = 2.13, SD = 0.38, 実験2: M = 1.95, SD = 0.53)・エネルギー覚醒 (実験1: M = 
2.82, SD = 0.49, 実験2: M = 2.68, SD = 0.38) ともに，実験1と実験2の事前課題後の
評定値の間に有意な差は見られなかった (緊張覚醒: t (25) = 1.01, p = .323; エネルギー覚
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